





























Effect of Lifestyle Differences Among Elementary School Children and
 
Junior High School Students in Four Areas of Wakayama Prefecture
 




A total of 1375 elementary school children and junior high school students in four areas of Wa-
kayama prefecture were surveyed by questionnaire about their life-style.The following results were
 
obtained.
1)The percentage of elementary school children who get up before 6：30 am in southern Wakayama
 
was 64.5%, and that in other areas ranged from 45.4 to 50.1%. The percentage of junior high
 
school students who get up before 7：00 am was 59.4% in Wakayama city and 84.1% in southern
 
Wakayama.
2)The average percentage of elementary school children who ate breakfast every day was 80.1% in
 
all four areas and 85.4% in the northern area, and that of junior high school students was 72.0%
for all four areas and 78.2% in the northern area.
3)The average percentage of elementary school children with 0～3 days of absence from school per
 
year was 70.1% for all four areas, and 57.3% in the southern area. The average percentage of
 
junior high school students who has 0～3 days of absence from school per year was 72.1% for all
 
four areas and 65.7% for the middle part of the prefecture.
4)The average percentage of elementary school children who frequently show symptoms of fatigue and
 
drowsiness was 58.3% for all four areas and that for junior high school students was 66.7%,while
 
it was 75.5% for wakayama city.
5)The average percentage of elementary school children who frequently showed a lack of concentra-
tion during lessons was 33.4% for all four areas and 43.3% in the southern area, and that of
 
junior high school students was 44.4% for all four areas.
細 谷 圭 助
Keisuke HOSOTANI
和歌山大学教育学部家政教室



































































回収率 97.3％ (有効回収率 96.7％)
小学５年





























































































































































































































































































































































































まったくない たまにある 時々ある よくある
図６?肩がこったり腰が痛いことがあるか?の
回答と地域の関係





















































































まったくない たまにある 時々ある よくある
6.6％
3.8％
まったくない たまにある 時々ある よくある
小学５年





































































































































































































































































































































































































まったくない たまにある 時々ある よくある

































































まったくない たまにある 時々ある よくある
図11 中学２年生の平日何時に寝るかと授業に
集中できないことの関係
まったくない たまにある 時々ある よくある

























































































まったくない たまにある 時々ある よくある
7.5％
和歌山県内４地域における小・中学生の生活習慣の違いが心身の健康におよぼす影響と食育について
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図17?あなたの学校では給食がありますか?の回答と
地域の関係
これまでみてきたように中学生より小学生の方が心
身の健康状況が良好である結果であったが、その要因
には様々なことがあると?えられる。その一つとして
学校給食は心身の健康に重要な役割を果たしていると
?えられる。特に小・中学生は成長期であり身体形成
とその活発な活動量にはバランスの良い栄養素の十分
な供給が必要である。この面でも学校給食による児童
生徒全員への給食は重要な意味を持っている。
要旨
小学５年生と中学２年生を対象とし、地域は和歌山
県下の紀北、和歌山市、紀中、紀南の４地域で調査を
行い、その1375名の集計と分析を行った。
１.起床時間については、小学５年生の場合、６時30
分までに起きる児童が紀南では64.5％で、他の地
域(45.4～50.1％)より早起きをする児童が多かっ
た。中学２年生の場合、７時までに起きる生徒は、
和歌山市では59.4％で、紀南の84.1％に比べて少
なかった。このように中学生は小学生に比べ遅い
生徒が多かった。
２.朝食摂取については、小学５年生の場合、毎日摂
取する児童は全体平?で80.1％であり、紀北(85.4
％)で少し高かった。中学２年生の場合、毎日摂取
は全体平?で72.0％で紀北(78.2％)が少し高かっ
た。このように朝食摂取は中学生が小学生より有
意に低かった。
３.１年間に病気で何日休むかについて、小学５年生
では、０～３日が、全体平?では70.1％であった
が、紀南では57.3％で低かった。中学２年生では
全体平?が72.1％だが、紀中で65.7％と低かった。
４.体がとてもだるいとか疲れを感じることがあるか
について、小学５年生では、よくあると時々ある
を合わせると、全体平?では58.3％であった。中
学２年生では、66.7％と多かった。中学２年生で、
和歌山市では75.5％と、特に多かった。
５.ほかのことが気になり授業に集中できないことが
あるかについて、小学５年生では、よくあると時々
あるを合わせると、全体平?では33.4％であるが、
紀南では43.3％と高く、有意差がみられた。中学
２年生では、全体平?では44.4％であり、地域差
はみられなかった。
６.就寝時間や朝食欠食などの生活習慣は、体のだる
さや疲れなどの健康状態、さらには授業に集中で
きないことやすぐにイライラすることなどの精神
的な不安定性とも深く関わっていることを示唆す
る結果を得た。
７.県内においても各地域には様々な事情があり生活
習慣や?え方、給食の有無など異なり、意識、実
践も異なることが明らかとなった。従って食育を
進めるにあたっては、各地域の実情を調査し、状
況に応じた食育指導をすることが必要であると?
えられる。
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